
■司　　会　ＳＡＡ  後藤　英則

■開会点鐘　会　長　安藤　公一

■斉　　唱　手に手つないで

　　　ＳＬ　市川　慎二

■出席報告

　 
■本日の欠席者
齋藤、鈴木

■本日の欠席者
青木、内田 (横浜鶴峰 RC)

■ビジター
佐藤　利明様 (横浜鶴峰 RC)

■ゲスト
高坂　哲也様 (横浜市消防局旭消防署長 )

■会長報告
　今週月曜日に大寒を向かえこれから半月後

に立春です。相変わらずの厳しい寒さが続い

ておりますが、暦の上では春までもう少し、

皆様御身体にお気をつけ頂きこれからも元気

にお過ごし頂きたいと思います。このところ

ノロウィルスが全国的に猛威を奮っており、

集団感染のニュースも毎日のように耳にしま

す。また、インフルエンザ患者数も先週は先々

週比 2.7 倍となったとのニュースもありまし

た。とにかく頻繁に手洗い、うがいをしっか

り行いましょう。ノロは低温時に活発化する
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ウィルスらしく、寒さで体力を奪われている

時に襲ってくる厄介な奴です。皆様くれぐれ

もお気をつけ頂きたいと思っております。

あと２週間余りで始まるソチ冬季五輪でス

ポーツ界は盛り上げってきているようです。

17 歳の高梨沙羅の女子ジャンプや男女フィ

ギュアスケート、スノーボードハーフパイプ、

女子モーグル、スピードスケート、ノルディッ

ク複合等々楽しみな競技が多々あります。い

ままで積み重ねてきた厳しい練習の成果をい

かんなく発揮されんことを祈ります。

　今日は、旭消防署長高坂様の卓話です。楽

しみに拝聴したいと思います。宜しくお願い

致します。鶴峰 RC の佐藤会長ようこそお出で

頂きました。

○地区関係

１）来週金曜日 1/31 の第５グループ８クラブ

合同例会です。お申込頂いた 13 名の方々、宜

しくお願い致します。

２）第４、第５グループの IM は３月６日㈭で

す。皆様の参加を募るため、来週１月 29 日の

例会にホストクラブである瀬谷 RC の柳沼さん

と稲葉さんがお越し頂けるとの連絡がありま

した。またその時に、ご講演頂く原田義之氏

の著書「輝く瞳に会いに行こう」幻冬舎 1,365

円を同氏の活動 ( タイの山岳民族への就学支

援 ) の協力を兼ねてクラブとして数冊まとめ

ての購入依頼がきております。ご協力頂ける
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方は、これから回覧を回しますので、購入希

望欄に○をつけて下さい。よろしくお願い致

します。

３）３月 29 日㈯にローターアクト主催のイン

ターアクト卒業式の案内が参りました。場所

は捜真女学校 9:00 ～ 16:30 です。2/20 締切

４）２月１日㈯に交換留学生のオリエンテー

ションが 14 時からブリーズベイホテルで開催

されます。今回はナムフォン本人のみの参加

となります。

５）第一、第二、第三ゾーン合同の会員増強

セミナーが３月 19 日㈬ 10 時～ 16 時にホテル

オークラで開催されます。その案内が地区よ

りまいりました。締切は２月 10 日。当クラブ

の例会時と重なりますが、私が出席する予定

です。その際の例会は増田次期会長にお願い

致します。

６）第 15 回ロータリー国際囲碁大会、４月

19 日～ 20 日に台湾、中歴市サウスガーデン

ホテルで開催の案内がロータリー囲碁同好会

よりきております。

７）「意義ある業績賞」候補プロジェクト募集

の案内が再度地区よりきております。締め切

りは１月 27 日㈪必着。これが１月 18 日に再

送されてきたことは、地区内での応募が極め

て少ないのではないかと想像されます。我が

クラブが３年に及んで実施した東日本大震災

被災地支援チャリティーコンサートを提出し

たいと考えます。これから提出資料を新川さ

ん、福村さん、千葉さん達と共に纏めてみた

いと思っております。

○クラブ関係

１）２月の第二例会２月 12 日に体験例会を開

催します。お心当たりのある方是非ご友人に

お声を掛けて頂き、お連れ下さい。

２）先週水曜日、1/15 夜に行われたクラブ協

議会において上半期の各委員会のレビューを

伺いました。全ての委員会において当初の計

画どおり遂行できており、当クラブの皆様の

活躍とご尽力に改めて敬意を払うと共に心よ

り感謝申し上げます。これから半年弱の間、

宜しくお願い致します。

３）先週充分にお話できなかった１月８日㈬

に行われた理事役員会の議事録を本日お渡し

した週報最後頁に記載してあります。

大谷会員・山崎会員ご両名の退会は誠に残念

です。このような大事な事をお伝えできなかっ

たことを深くお詫びを申し上げます。

４）１月 12 日㈰に行われた第３回東日本大震

災復興支援チャリティーコンサートの記事が

本日お配りしたタウンニュース裏面左下に掲

載されております。

■横浜鶴峰 RC より    鶴峰 RC 会長　佐藤利明

　平素は大変お世話になりましてありがとう

ございます。既にお耳に達しておられるとは

存じますが、先般の鶴峰 RC の総会において、

2014 年６月末日をもってクラブ終結という結

果になりました。

　ご挨拶が遅くなりましたが、今後は貴クラ

ブのご厚情をお願いいたしまして、ロータリー

活動を続けていく会員を宜しく同志としてお

迎えいただければと考えております。

　何分よろしくご配慮いただきますよう重ね

てお願い申し上げます。

■会員増強委員会　　　   　　　内田　　敏

○お願い

　日頃は委員会活動にご協力いただきありが

とうございます。さて、2/12 は今期２回目の

体験例会となっております。会員各位におか

れましては招待者の発掘にご尽力いただいて

いるとは思いますが、旭クラブの状況は皆様

よくご存知の事と思います。今日の段階でど

のような状況にあるのか、ご回答いただきた

くお願い申し上げます。

アンケート用紙の内容

１）これまで何人の方にアプローチしましたか。

２）どんな方にアプローチしましたか。

３）アプローチの反応はどうでしたか。

　より具体的にお書き下さい。

■広報 ･R 情報委員会委員会            五十嵐　正

１）皆さんご承知のように、クラブの HP が昨

年７月からスタートしております。先日のク

ラブ協議会でご指摘を頂きましたが、クラブ

週報も詳細まで閲覧出来るようになっており

ます。ニコニコなど全て読めますので、ニコ

ニコなどにあまり私的な内容記載については

ご注意願います。

　これからも、より良い内容に務めますので、

ご意見よろしくお願いします。

２）昨年の委員会からの引継ぎ案件ですが、

米山梅吉記念館訪問の企画につきまして、本

日アンケートを行います。ご協力お願いします。



　
　

　
　

　
　

　　　　
岡田　清七／高坂哲也消防署長さんをお迎え

して。

市川　慎二／旭消防署長、高坂様、本日の卓

話宜しくお願い致します。

■卓話「防災講演（要旨）」　　　   

　　　　　　　　旭消防署長　高坂　哲也様

　旭消防署長の高坂です。横浜旭ロータリー

クラブの会員の皆様には、日頃から、地域の

防火防災にご尽力いただいておりますこと、

また、消防行政にご理解とご協力を賜りあり

がとうございます。この場をお借りしまして、

御礼申し上げます。

　本日は、大震災時におけるライフラインの

状況について、お話させていただきます。

　平成 7 年 1 月 17 日に発生しました阪神・淡

路大震災から 19 年、また、東日本大震災から

３月で３年が経とうとしています。これらの

大震災で、ライフラインが途絶したことによ

り、日常生活や事業所の活動に大きな支障が

でたことは皆様の御記憶にあろうかと思います。

　ライフラインとして、まず思い浮かべるの

が、電気、ガス、水道、電話だと思います。

そのほかに、道路、鉄道の交通機関などもラ

イフラインに入ると思いますが、この二つの

大震災の復旧状況を比較しながらお話を進め

ていきます。資料にある復旧状況は、国や被

害を受けた県などのホームページから抜粋し

たものです。

　まず、日常生活の多くを依存しています電

気の復旧状況ですが、復旧日数に阪神・淡路

大震災では６日、東日本大震災では東北電力

管内で 99 日かかっています。阪神・淡路大震

災が局所的な被害であったことから、短い日

数での復旧であったことに比べ、東日本大震

災では岩手県、宮城県、福島県など広域的に

被害が発生したことや、津波による被害が大
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■ IM 実行委員会　　　　　　　市川　慎二

　皆さんこんにちは。先日 1/17 ㈮に IM 実行

委員会があり、五十嵐会員と出席してまいり

ました。本日は IM のリーフレットが完成致し

ましたので皆様にお配り致します。テーマは

「今改めて問われるロータリーの魅力とは」と

して、今回の目玉であります、直前 RI 会長、

田中作次さんの特別講演。原田義之さんの基

調講演となります。

　以前お話致しました原田さんの著書「輝く

瞳に会いに行こう」のご購入をよろしくお願

い致します。次回 1/29 ㈬の例会に、キャラバ

ン隊がおみえになります。

■ニコニコ box( 会員敬称略 )

佐藤　利昭 ( 横浜鶴峰 RC) ／平素から大変お

世話になっております。本日はご挨拶に伺い

ました。又、旭消防署高坂署長様のお話を拝

聴すること楽しみに参りました。

安藤　公一／①旭消防署長高坂様、ご多忙に

もかかわらずお出でいただきありがとうござ

います。卓話宜しくお願い致します。②鶴峰

RC 佐藤会長ようこそ。

福村　　正／①旭消防署長高坂哲也様をお迎

えして。②鶴峰ロータリークラブ佐藤会長を

お迎えして。

太田　勝典／①旭消防署長高坂様、卓話楽し

みです。②鶴峰 RC 佐藤様、旭区防災協会会長

職も御苦労様です。

綿貫　守一／寒さ厳しい折、皆様にはお体を

大切に。

安藤　達雄／高坂旭消防署長さん、本日はお

忙しい中、卓話にお越し頂きありがとうござ

います。

増田嘉一郎／旭消防署長高坂哲也様、ご多忙

のところ卓話をいただきありがとうございま

す。楽しみにしています。

吉原　則光／高坂署長様、ご多用のところ卓

話いただき有り難うございます。よろしくお

願いします。

青木　邦弘／高坂様、本日はよろしくお願い

します。消防団ではお世話になっています。

杉山　雅彦／高坂署長、ようこそお越し頂き

ました。卓話、楽しみにしております。

佐藤　真吾／旭消防署長高坂哲也様、本日は

お忙しい中、ご来訪いただき有り難うござい

ます。卓話よろしくお願い致します。
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きかったことで復旧に時間がかかったのでは

ないかと思います。

　都市ガスは、阪神・淡路大震災では 84 日、

東日本大震災では 53 日となっています。東日

本大震災の復旧日数が短くなったのは、阪神・

淡路大震災の教訓が生かされたのではないか

と思います。

　水道は、阪神・淡路大震災、東日本大震災

とも 90 日です。水道の復旧にはかなりの時間

がかかりますので、長い間不便が強いられま

す。

　下水道は、阪神・淡路大震災では 93 日、東

日本大震災では下水処理場や配管が壊滅的な

被害を受けたことにより、現在も復旧中となっ

ています。下水処理場などの建替えにかなり

の時間がかかっているようです。下水道の配

管などが壊れると、トイレが使えないことに

なります。避難所では大変な苦労があったと

聞いています。

　通信（電話）は、阪神・淡路大震災では 14 日、

東日本大震災では津波の被害を受けた一部の

エリアを除き、４月末までに復旧しています。

阪神・淡路大震災の時には、固定電話が使え

なくなりましたが、現在のように普及してい

なかった携帯電話での通話が有効でした。こ

の後、行政でも携帯電話を導入していきまし

た。また、携帯電話は現在では当時と比較に

ならないほど普及しています。東日本大震災

では、携帯電話は通話制限され、なかなかつ

ながりませんでしたが、ラインやツイッター

が有効であったと聞いています。

　道路は、阪神・淡路大震災では、映像とし

て記憶にあるかと思いますが、高速道路が横

倒しになり、大きな被害を受けました。阪神

高速道路は、復旧にかなり時間がかかり翌年

の平成８年９月 30 日の復旧となりました。国

道は、当日に復旧しており、他都市から応援

にいった消防車や救急車などの緊急車両に制

限されましたが、通行することができました。

東日本大震災では、高速道路は４月１日まで

に、国道は４月 10 日までに応急復旧が完了し

ています。復旧の生命線になりますから、迂

回路などの設定はありますが、かなり早い段

階で復旧したのではないかと思います。旭区

を横断している保土ケ谷バイパスは国土交通

省の管轄になりますが、消防署としては早い

段階での復旧を期待しています。

　鉄道は、阪神・淡路大震災では JR 東海道新

幹線は４月８日に、東日本大震災では JR 東北

新幹線は４月 29 日に復旧しています。旭区内

には相模鉄道が通っていますが、電車が止ま

ると社会活動に大きな支障が発生します。昨

年の台風で通勤時間帯に相模鉄道が止まり、

出勤するのに苦労したことを記憶しています。

このほかにも、空港や港湾機能、物流がストッ

プすれば社会全般に様々な影響が出ますし、

銀行やＡＴＭが停止になれば、お金をおろす

こともできません。

　東日本大震災の大きな特徴であったのが、

ガソリン、灯油などの燃料が不足したことで

す。東北、関東にある９製油所中６製油所が

停止し、２箇所で火災が発生しました。停止

した６製油所は一部の稼働再開を含みますが

６月４日に復旧しています。震災当時、私は

消防本部で市内の事業所の被害状況を収集す

る担当をしていましたが、製油所ではタンカー

が接岸する岸壁、タンクや配管に被害が発生

し、その点検などに時間がかかったのを記憶

しています。また、燃料不足によりガソリン

スタンドに長蛇の列ができたことは今でも記

憶に残っています。この時の教訓を生かして、

消防では、昨年の４月に自家給油取扱所を市

内５か所に設置し、いざという時に備えてい

ます。

　また、工場の閉鎖や物流がストップするこ

とにより、サプライチェーン（部品供給網）

が寸断されて、事業活動に大きな支障がでま

した。行政でも、東日本大震災後に、ＢＣＰ

（事業継続計画）を作成し、大地震発生時の対

応をあらかじめ定めています。是非、皆様の

事業所におかれましたも、ライフラインの復

旧に時間がかかることを念頭に、いざという

時に備えてＢＣＰ（事業継続計画）を作成し

ておくようお願いします。本日はご清聴あり

がとうございました。

■次週の卓話　
「ロータリー平和フェローシップと南アフリカ

学習支援について」
高梨能理子様 ( 新横浜 RC、国際奉仕委員長 )　　
　　　　　　　　　　週報担当　内田　　敏


